
2
日本海南部海域
（後志・檜山管内）

0.00

0.05

0.10

4月下旬 5月上旬

河
川
回
帰
率
（
％
）

放流時期

× ○

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

来
遊
数
（
万
尾
）

放流年

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

0

100

200

300

400

500

600

700

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

沿
岸
親
潮
勢
力
（
指
標
値
）

来
遊
数
（
万
尾
）

放流年

来遊数

沿岸親潮…

サケ採卵作業

●1年おきに豊漁・不漁年級の繰り返し
●春季に沿岸を流れる冷たい海流（沿岸親潮）の

勢力と来遊数の変動が連動（H11～19年級）

海域ごとに異なる来遊数の変動要因を解明
資源回復に向けた手がかりに！

環境地質本部 地質研究所

背 景

成 果

共同（協力）研究機関：各管内さけ・ます増殖事業協会

・近年の北海道へのサケマスの来遊数には、海域間で大きな格差がみられ、いくつかの地区では資源の
低迷が続いている。

・資源が低迷する地区では、資源変動要因の解明と効果的な資源回復方策の提示が求められている。

期待される効果

1
えりも以東東部海域
（釧路・根室管内）

3
オホーツク海域
（網走・宗谷管内）

●カラフトマスでは早期
（4月下旬）の放流では
低回帰になる。

○沿岸環境、採卵時期、放流時期等、海域や魚種により異なるサケマスの資源低迷原因を解明しました。

○魚種ごと、海域ごとに回帰率の向上に向けた放流事業の改善に活用されます。

受託･一般共同研究

●早期卵への偏りは回帰率低下
●望ましい採卵時期の提案（9～10月にかけ

て幅広い時期に採卵をすることが重要）

事業計画より
も早期卵を多
く採卵した年

標識放流によるサケマスの回帰率
（網走川）

サケ稚魚

カラフトマス稚魚

カラフトマス親魚

沿岸環境とサケ来遊数の関係（逆相関）

4
地方独立行政法人 北海道立総合研究機構

問い合わせ：道総研 さけます・内水面水産試験場 電話：0123-32-2135

道総研 水産研究本部 さけます・内水面水産試験場


